
 キーワード：

グループ・アプローチと組織開発

 研 究 概 要：

 どのような共同研究・連携に結びつけられるか？

グループ・アプローチ、人間関係

私たち人間が率直な自己表現ができない理由は、輪
を乱さぬこと、目立つことで自らが脅かされるのを恐
れることなどさまざまあります。しかし、真の交流が
妨げられることで、グループや個々のメンバーが本来
持つ力を十分発揮できないケースも散見されます。グ
ループの在り方を再検討する際の観察の視点や、人間
関係の発展に結びつく課題プログラムを開発します。

ターゲットとなるグループを観察してその特徴を見立て、
グループの力が最大限発揮されやすい風土づくりにつながる
課題プログラムを共に企画し、提案します。
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